
日本語と英語が混在する投稿規定の論文を作成する。

☆以下のような投稿規定の場合は、新たな作業が必要となります。

雑誌Ａ 投稿規定
●本文中に記載する引用・参考文献の著者名は、3名以内の場合は全員。

4名以上の場合は3名までを記載し、あとは「他」(et al.）と省略する。
◇記載例

(佐藤・鈴木・山田他,1990）
(Anderson,Tyler,Perry et al.,1993）

⇒即ち

日本語の場合・・・「他」「著者・著者」を適用。

英語の場合・・・「et al.」「著者，著者」を適用。

「EndNote」では、OutputStyleが１つしか指定できず、2パターンのOutputStyleをEditし、

自分で作成します。

2つの引用スタイルが混在
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☆Step１：日本語スタイル(論文Ａ)を作成する。

１)任意のOutputStyleを選択。

２)EditにてAuthorListをカスタマイズし、日本語スタイルを作成。

(Save Asにて別名保存)

OutputStyleのカスタマイズの詳細は、「日本語マニュアル」第15章の「参考文献スタイル」又は、
弊社HPの「技術的なFAQ」の「アウトプットスタイル（投稿規程）がEndNoteにない場合 」を参照。

３)論文Ａを作成する。

日本語スタイルの完成



☆Step２：論文Ｂを作成する。

１)『論文Ａ』をコピーする。

２)『論文Ａ』のOutputStyleを選択。

３)Ｓｔｅｐ１と同様にAuthorListをカスタマイズし、英語スタイルを作成。

OutputStyleのカスタマイズの詳細は、「日本語マニュアル」第15章の「参考文献スタイル」又は、
弊社HPの「技術的なFAQ」の「アウトプットスタイル（投稿規程）がEndNoteにない場合 」を参照。

４)論文Ｂを作成する。

英語スタイルの完成



☆Step３：論文Ａ及びＢからＦｉｅｌｄ Ｃｏｄｅｓをはずす。

１)『論文Ａ』、『論文Ｂ』ともに、EndNoteツールバーの「Remove Field Codes」(右から６番目)を
選択し、「OK」をクリック。(新しいファイルで『論文Ａ‘』『論文Ｂ’』が出来る。

(この作業をしなければ、Formatで、同一スタイルに変わってしまう。)

注意！この作業をするとFormat、スタイル変更できなくなるので、必ず最後に行っ
てください！

「この操作でＥｎｄＮｏｔｅのフィールドコードを取除いた新しいファイルを作ります。
また、オリジナルファイルは維持されます。」
とのメッセージが表示されるので、「ＯＫ」をクリックしてください。

☆Step４：論文Cを作成する。
１)『論文Ｂ´』から『論文Ａ´』に必要な箇所をコピー＆ペースト。



2)『論文Ｃ』の完成。

投稿規定通りのスタイル

英語スタイル(「et al,」「著者，著者」)と
日本語スタイル(「他」「著者・著者」)の混合

注意：日本語著者の取り扱い

文中に引用される日本語著者の場合、姓・名共に表示されてしまうため、
改めて、姓のみの表示に設定する必要があります。
→ENXは、姓と名の間の「，」で姓と名を区別している。
→日本語は姓と名の間に「，」が入らないため、姓名で一つの塊と見なしてしまう

『論文C』の日本語部分を自分で消す


